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花巻市

■人　　口＝90,964人（男43,583人、女47,381人）

■世 帯 数＝38,802世帯

○前年同期

　人　　口＝92,225人（男44,247人、女47,978人）

　世 帯 数＝38,688世帯

※人口・世帯数について詳しくは、本館市民登録課

　（☎41-3547）へ

１月 （本年累計・前年同期累計比）

■交通事故＝人身事故／ 14件（　 14件・ －1件）

　　　　　　死　　者／　1人（　　1人・ ＋1人）

　　　　　　負 傷 者／ 17人（　 17人・ －5人）

■火　　災＝火災件数／　1件（　  1件・ －1件）

　　　　　　焼 死 者／　0人（　　0人・ ±0人）

■救急活動＝出動件数／418件（　418件・＋42件）

　　　　　　搬送人員／374人（　374人・＋46人）
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装
そうしょくとってつきふかばち

飾把手付深鉢

縄文時代中期の
代表的な造形美

問い合わせ

　総合文化財センター　☎29-4567
▲�土器下部の欠損した部分を補い復元し、展示し

ています

　
縄
文
時
代
は
今
か
ら
約
１
万
２
千
年
前
に

始
ま
り
、
約
２
２
０
０
年
前
に
弥
生
時
代
へ

と
移
り
変
わ
り
ま
し
た
。
縄
文
時
代
は
縄
目

を
つ
け
た
土
器
を
使
用
し
た
時
代
で
あ
り
、

古
い
ほ
う
か
ら
草
創
期
・
早
期
・
前
期
・
中
期
・

後
期
・
晩
期
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
前
期

か
ら
中
期
半
ば
に
か
け
て
は
温
暖
な
気
候
か

ら
人
口
が
増
加
し
、
各
地
に
大
き
な
ム
ラ
が

営
ま
れ
ま
し
た
。

　
市
内
に
あ
っ
た
ム
ラ
の
一
つ
で
あ
る
石
鳥

谷
町
大
瀬
川
の
大お

お
ち
わ
た
り

地
渡
遺
跡
は
、
葛
丸
川
北

岸
の
台
地
に
あ
り
、
東
北
自
動
車
道
の
建
設

に
伴
い
発
掘
調
査
さ
れ
た
、
縄
文
時
代
中
期

（
約
４
千
～
５
千
年
前
）後
半
の
遺
跡
で
す
。

竪
穴
建
物（
住
居
）跡
10
棟
が
、
広
場
を
囲
む

よ
う
に
弧
状
に
分
布
し
て
い
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
装
飾
把
手
付
深
鉢
は
、
こ
の

う
ち
の
１
棟
か
ら
出
土
し
ま
し
た
。

　
土
器
の
口
縁
部
に
は
、
豪
華
な
渦
巻
き
紋

様
と
透
か
し
の
入
る
大
き
な
取
っ
手
が
四
つ

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
下
の
無
紋
帯
を

挟
み
、
胴
部
に
は
粘
土
ひ
も
を
貼
り
付
け
、

そ
の
両
側
を
へ
ら
で
沈
線
を
付
け
て
、
流
麗

な
渦
巻
き
の
懸け

ん
す
い
も
ん

垂
文
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
部
欠
損
し
て
紋
様
の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
が
、
市
内
の
縄
文
時
代
中
期
土

器
の
中
で
は
代
表
的
な
造
形
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
総
合
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
常
設
展
示
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


